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１ 目的 

  本研究の目的はネット上の炎上の社会的コストの推定を示す事にある。炎上は隠された社会問題

を暴き、不正を正すなど良い面もあるが、悪い面もある。悪い面の代表は人々が炎上を恐れて情報

発信を萎縮することである。企業の炎上の場合は株価の下落として現れることもある。本研究の目

的はこれらの社会的コストを定量的に把握することである。 

                                         

２ 方法 

 情報発信の萎縮はユーザに対して行ったアンケート調査に基づいて推定を行う。炎上が無ければ

発信していたのに、炎上があるがために発信を取りやめた人の数がわかれば、それが炎上のコスト

になる。これを直接訪ねる方法とコンジョイント分析で間接的に尋ねる方法を組み合わせて推定す

る。 

 企業炎上の場合は株価の下落を推定する。炎上した企業をトリートメントとし、同じ業種の炎上

していない企業をコントロールとして Difference in Difference分析を行い、下落値を推定する。 

                                             

３ 結果 

 結果として炎上があるために情報発信を控えている人は１０%から２０%程度いると見積もられ

る。民主主義にとってこれだけの人が情報発信を控えているというのは大きなコストである。また、

企業炎上では規模にもよるが、平均で 2.4%程度の株価下落が観察され、炎上が株価を下げること

が示された。                             

                                                                               

４ 結論 

 以上により、炎上には人々の情報発信を萎縮させる効果がかなり認められることがわかった。こ

の点で炎上は社会として解決すべき問題である。企業炎上も株価を下げる以上企業にとっては避け

るべき事態である。ただし、企業炎上の場合は炎上が企業の不正を正している場合もあるので、株

価下落をそのまま社会的コストと考えるべきではない。 

 

 

                                             

                                             

                                             

    

 


